
熊
本
復
興
へ
の
後
押
し
を

町
長
報
告　

中
嶋
裕
史 

町
長

熊
本
地
震
へ
の
対
応

　

須
恵
町
で
は
、
４
月
14
日
に
震
度
３
、

16
日
の
本
震
で
は
震
度
４
を
記
録
し
ま

し
た
。

　

地
震
発
生
後
、
役
場
に
職
員
が
参
集

し
、
予
期
せ
ぬ
災
害
に
備
え
、
夜
明
け

と
と
も
に
被
害
状
況
の
確
認
や
公
共
施

設
の
点
検
を
行
い
ま
し
た
が
、
地
震
に

よ
る
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

須
恵
町
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
に
４
人

の
職
員
を
益
城
町
・
菊
陽
町
へ
派
遣
し
、

避
難
所
の
運
営
支
援
や
危
険
建
物
の
調

査
業
務
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
自
発

的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
職
員

も
い
ま
す
。

　

熊
本
の
一
日
も
早
い
復
興
を
後
押
し

す
る
た
め
、
糟
屋
地
区
１
市
７
町
か
ら
、

あ
わ
せ
て
３
千
万
円
の
義
援
金
を
送
る

計
画
で
す
。

　

今
回
の
熊
本
地
震
に
よ
り
被
災
さ
れ

た
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
健
康
と
一

日
も
早
い
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
わ
か
す
ぎ
の
事
業
延

長
が
決
定

　

平
成
26
年
に
地
元
関
係
者
等
に
よ
る

稼
働
延
長
協
議
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

計
14
回
の
協
議
会
を
開
催
し
て
、
地

元
と
の
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
平
成
30

年
４
月
１
日
か
ら
平
成
40
年
３
月
31
日

ま
で
の
10
年
間
の
事
業
延
長
が
承
認
さ

れ
、
平
成
28
年
４
月
16
日
、
延
長
協
議

会
会
長
・
乙
犬
区
長
・
尾
仲
区
長
と
粕

屋
・
篠
栗
・
須
恵
の
構
成
３
町
長
と
の

間
で
、
協
定
の
調
印
を
行
い
ま
し
た
。

中嶋 裕史  町長

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
つ
な
ぐ
」

教
育
行
政
報
告　

安
河
内
文
彦 

教
育
長

平
成
27
年
度
の
主
な
取
り
組
み

　

教
育
委
員
会
で
は
「
感
動
・
感
謝
・
共

感
す
る
心
の
教
育
」
の
理
念
に
基
づ
き
、

次
の
よ
う
な
施
策
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

○
子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
計
画
策
定

○�

園
児
・
小
学
校
３
年
生
ま
で
の
論
語

教
育
の
実
施

○
小
・
中
連
携
教
育

○
中
学
校
ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス
の
開
始

○�

町
学
力
向
上
検
証
委
員
会
と
連
携
し

た
授
業
改
善
、
補
充
・
家
庭
学
習
の

充
実
に
よ
る
学
力
向
上

○�

行
事
・
学
級
・
授
業
に
お
け
る
継
続

的
な
体
力
づ
く
り

○
道
徳
実
践
力
の
向
上

　
（
黙
働
清
掃
・
オ
ア
シ
ス
運
動
）

平
成
28
年
度
の
重
点
施
策

　
『
つ
な
ぐ
』
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
園
・

小
中
学
校
の
教
育
活
動
を
つ
な
ぐ
、
家

庭
と
園
・
学
校
、
地
域
そ
し
て
行
政
を

つ
な
ぐ
、
子
ど
も
同
士
、
そ
し
て
教
師

を
つ
な
ぐ
施
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

〔
就
学
前
教
育
〕

　

４
園
の
連
携
を
密
に
し
た
、
よ
り
効

果
的
な
教
育
活
動
の
展
開

〔
学
校
教
育
〕

　
「
知
・
徳
・
体
」
か
ら
「
徳
・
知
・
体
」

の
調
和
へ
変
更
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

「
徳
」
を
意
識
し
た
教
育
施
策
の
展
開

〔
学
力
向
上
〕

　

実
効
性
の
あ
る

教
育
施
策
評
価
と
、

Ｒ
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク

ル
に
よ
る
推
進

〔
社
会
教
育
〕

　

生
涯
教
育
の
継
続
的
実
施

　

町
民
全
体
へ
の
オ
ア
シ
ス
運
動
定
着

安河内 文彦  教育長

Reserch
Plan
Do
Check
Action

実態把握
計　　画
実　　践
検　　証
改　　善

▲
▲
▲
▲
▲

　

生
活
環
境
の
改
善
、
公
共
用
水

域
の
水
質
保
全
の
た
め
、
須
恵
町

の
社
会
資
本
整
備
に
係
る
基
幹
的

都
市
施
設
と
し
て
、
平
成
２
年
よ

り
公
共
下
水
道
事
業
に
着
手
し
、

整
備
が
進
め
ら
れ
、
今
年
で
26
年

と
な
り
ま
す
。

　

当
初
の
計
画
で
は
、
平
成
22
年

度
に
多
々
良
川
流
域
下
水
道
の
事

業
が
完
了
す
る
予
定
と
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、「
第
５
次
須
恵
町
総

合
計
画（
後
期
計
画
）」に
よ
る
と
、

平
成
42
年
度
ま
で
延
伸
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
が
、
20
年
も
遅
延
す
る
と

は
、い
か
が
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

将
来
、
ま
た
延
伸
と
い
う
こ
と
も

想
定
さ
れ
ま
す
。
今
後
の
公
共
下

水
道
事
業
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま

す
。

　

補
助
金
は
、
平
成

23
年
度
63
・
４
％
、

そ
の
後
の
４
年
間
は

83
・
１
％
と
、
思
う

よ
う
に
補
助
金
が
つ

い
て
い
ま
せ
ん
。

　

平
成
28
年
度
は
、

経
済
が
上
向
い
た
こ

と
に
よ
り
満
額
の
補

助
金
が
つ
く
見
通
し

で
す
。

　

受
益
者
負
担
金
の

収
納
率
は
、
現
年
度
分
97
・
９
％
、

滞
納
繰
越
分
10
・
３
％
と
な
っ
て

お
り
、
年
４
回
の
督
促
状
と
年
数

回
の
催
告
状
の
発
送
や
納
付
相
談

等
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

供
用
開
始
地
区
で
、
下
水
道

に
接
続
さ
れ
て
い
な
い
世
帯
は
、

13
・
１
％
で
す
。

　

供
用
開
始
の
日
か
ら
３
年
以
内

に
水
洗
ト
イ
レ
の
改
造
を
行
っ
た

方
に
対
し
、
水
洗
便
所
等
改
造
奨

励
金
、
ま
た
は
融
資
あ
っ
せ
ん
制

度
の
ど
ち
ら
か
を
利
用
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　

計
画
区
域
外
に
つ
い
て
は
、
町

か
ら
の
補
助
制
度
は
な
く
、
個
人

負
担
と
い
う
こ
と
で
対
応
し
て
き

ま
し
た
。
今
後
は
、
国
・
県
の
補

助
制
度
を
活
用
し
、
す
で
に
設
置

さ
れ
て
い
る
住
民
の
方
へ
の
対
応

を
含
め
、
不
公
平
感
の
な
い
よ
う

に
合
併
浄
化
槽
の
設
置
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

公
共
下
水
道
の
整
備
計
画
は

補
助
金
に
左
右

7
問

答
中
嶋
町
長

一/般/質/問

気になる今後の町づくり

松山 力弥  議員

生
活

　

６
町
（
宇
美
・
篠
栗
・
志

免
・
須
恵
・
久
山
・
粕
屋
）
の

下
水
は
、
多
々
良
川
浄
化
セ
ン

タ
ー
（
処
理
場
）
に
集
ま
り
、

き
れ
い
な
水
に
生
ま
れ
変
わ
っ

て
多
々
良
川
に
放
流
さ
れ
ま
す
。

多
々
良
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

（
粕
屋
町
大
字
江
辻
）
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６
月
定
例
会

６
月
定
例
会

一
般
質
問

一
般
質
問

町
長
・
教
育
長
報
告

町
長
・
教
育
長
報
告

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

追　

跡

追　

跡

議
会
あ
れ
こ
れ

議
会
あ
れ
こ
れ

町
長
・
教
育
長
報
告

一
般
質
問


